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１．DIATOM 電子付録の内容
DIATOM電子付録（DIATOM Supplementary file;  以下，電子付録とする）はDIATOMの論文の補足資料や根拠となるデータの電子ファイルであり，国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が運営するJ-STAGE Data*に登載され，J-STAGE Dataにアクセスできるすべての者に対して無償で公開される。次の条件を満たすと編集委員会が判断するものについて，電子付録としてJ-STAGE Dataに登載することができる。

(１）顕微鏡写真，計数表，産出リスト，測定値など，著者により得られた調査・観察・実験・解析の一次データであること。
(２)掲載予定論文にとって極めて重要な補助的情報であること。

*J-STAGE Dataで公開される電子付録にはメタデータと固有のDOI（Digital Object Identifier）が付与され，デジタルコンテンツの二次利用条件を表示するCCライセンスが付与される。
 
２．原稿の提出方法と本文での引用
電子付録が帰属する投稿原稿を投稿する場合は，投稿時に電子付録と同様のファイルを編集委員会に提出すること。原稿の本文には必ず電子付録を引用し，引用の際には図や表ごとに個別の番号（例：Fig.S1，Table S1，Appendix S1など），タイトル（英文），説明文（英語）を付記すること。
【電子付録の詳しい投稿フローについては現在編集委員会で検討中です。電子付録を利用する際には編集委員に相談ください。】

３．電子付録掲載の決定とデータのアップロード
編集委員会は，当該投稿論文の受理審査時に電子付録公開の可・否を決定し，著者に受理を通知する時にデータのアップロード方法を指示する。

